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球陽 SSH 講座－数学－（2019.10.16.水） 

 

 

写真１：球陽 SSH 講座の様子 

 

球陽 SSH 講座－地学－（2019.10.23.水） 

 

 

写真２：球陽 SSH 講座の様子 

 10 月 16 日に本校ラボ室で球陽 SSH 講座－数学－を

開催しました。講師には琉球大学教育学部から山城 

康一氏にお越しいただきました。講座は「石取りゲー

ム」というテーマでお話いただきました。 

生徒たちに様々なお題を出しながら、身近に潜む数

学について体験してもらいました。生徒の感想には

「数列や数学的帰納法など、身近に感じたことがなか

ったが、今回規則性を見つけるときに使ったり、身近

に証明できることを知れてよかった」「規則を発見す

るには、たくさん視点を変えてみることが大切だと分

かりました」などの感想が上がっていました。理数科

2年生で行っている SS理数探究Ⅱの中で、数学の研究

テーマをどうするか、毎年多くの生徒が悩んでいます

が、「視点をかえて規則性を見出す」という今回の講座

の内容がテーマを見つけるにあたって良いヒントに

なるかもしれません。 

10 月 23 日に本校ラボ室で球陽 SSH 講座－地学－を開

催しました。講師には琉球大学理学部から古川雅英氏に

お越しいただきました。講座は「琉球弧の地質とテクト

ニクス」というテーマでお話頂きました。 

講座では専門的な話ももちろんですが、大学ではどん

な学びがあるか、研究者とはどんな人かということも丁

寧に説明して頂きました。 



球陽 SSH 講座－化学－（2019.10.25.金） 

 

 

写真３：球陽 SSH 講座の様子 

 

米国総領事館講演会（2019.10.28.月） 

 

 

 

写真４：講演会の様子 

 

10 月 25 日に本校視聴覚室で球陽 SSH 講座－化学

－を開催しました。講師には琉球大学教育学部から

照屋俊明氏にお越し頂きました。講座は「身近な現象

を科学的に考えてみよう」というテーマでお話頂き

ました。 

 

10 月 28 日に本校体育館で NASA（アメリカ航空宇

宙局）のバーニー・エドワーズ氏をお迎えしました。

「宇宙へ飛び出せ！」という論題で、宇宙工学に関す

る講演会をしていただきました。エドワーズ氏は、

NASA でチーフシステムエンジニアとして活躍してい

る人物で、宇宙通信システムに関するグループリー

ダーとして専門的な仕事をしている方です。 

講話では、宇宙開発の歴史やこれからの展望、スペ

ースシャトルに関する思いを語っていただきまし

た。日本語の通訳がついていたので、生徒たちはその

話に興味津々に聞き入っていました。生徒たちは、

「地球外生命体はいると思いますか？」とか、「近い

将来、人は月に住むことができるでしょうか？」と言

った質問もありました。エドワーズ氏は、夢や希望を

持つことで世界が変わることを身をもって示してく

れました。生徒たちの夢への扉を開いてくれたのか

もしれません。 



球陽気象台講座（2019.10.29.火） 

 

写真５：球陽気象台講座の様子 

 

 

10 月 29 日に本校ラボ室にて球陽気象台講座が理数

科 1 年生を対象に行われました。本校は屋上に起床セ

ンサーを設置しており、常に気温、湿度、気圧をモニ

タリングできるシステムを構築しています。それに加

えて気象庁の気象データもリアルタイムで確認できま

す。この情報は台風などの自然災害教育や生徒たちの

研究データとして活用することができ、講座の中では

モニタリングシステムの見方などが解説されました。 


